
参加者数：　64名 回答者数：　54名 回答率：　　84％

１．あなたの年代は
①５０代 ②６０代 ③７０代 ④８０代 ⑤９０代 ⑥その他

２．在宅医療を知っていましたか。
①知っていた ②知らなかった

３．在宅医療を知っていたと答えた方。どのようにして知りましたか。（複数回答可）
テレビで知った 5
広報誌・新聞 5
病院で聞いた 2
家族を介護した 10
近所の方が利用していた 4
研修会 3

４．在宅医療について関心を持ちましたか。
①はい ②いいえ 未回答

5．どのようなことが印象に残りましたか。
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・ 周りに迷惑がかかるので考える。

６．今後、あなたは在宅医療を受けようと思いますか。

①はい ②いいえ 未回答 どちらでもない

（　30名） （　12名） （　7名） （　5名）

在宅医療を希望しても実現できなかった人が多い事

費用面、困ったときの対応

心臓に持病があるため、講演内容がとても役に立った。

いつまでも家族と一緒にいたい。

在宅医療は自分らしい生活、残される家族のためになると感じた。

一人暮らしだが在宅療養を支える職種をしり安心した。

在宅医療を受ける手続きや方法が分らない。

出来れば在宅医療を受けたいが、まだ真剣に考えていない。実感が湧かない。

在宅医療は家族が大変である。

今の自分には無理だと思う。

（ 3名）

　                          2019/2/22

一人暮らしの方は手続きが面倒。代行してもらえると助かる。

（　2名）

                  穴生地区ふれあいネットワーク研修会在宅医療についてアンケート結果　　　　　　　　

終末期の希望を話し合っておくことの大切さ

事例

訪問診療で定期的に医師が家に来てくれる事

まちかど介護相談室

アドバンスケアプランニング

連携支援センターがあることを初めて知った

地域包括ケアシステム、仕組み

在宅医療の大切さ必要性

在宅医療で家庭での生活が続けられる事

通院している病院で同じ話を聞いた

（　3名） （　20名） （　22名） （　6名） （ 0名）

（　37名） （　17 名）

（　48名） （　4名）


